
披験体は成体メスのチンパンジー1頭である｡

装選は透明アクリルパイプ製のT型指迷路 1ユ

ニットで,ゴールのパイプ開口部を左右いずれに

も設定でき,また被験体に対する迷路の方向も呈

示台上にて90度単位で4方向に変化させ得る｡こ

の迷路中にジャイアントコーンを1試行当り1個

ずつ入れ,披験体にゴールまで棒で移動させて取

らせる｡1日に4方向を各10試行,計40試行与え

る｡さらに各方向の10試行内でのゴール位置は左

右5回ずっランダムに変化させた｡実験は1週間

当り1日で延べ4日間計160試行行った｡

利き手の指標として側性係数 (LQ)をとり上
げ.左右の手の使用頻度の差異を調べた｡すなわ

ち課題遂行における左手使用時間 (LT)･右手使
用時間 (RT)･両手使用時間 (BT)を計測し,

LQ-(LT-RT)/(LT+RT+BT)により係数
を算出した｡LQの値が1ならば左手のみを,
-1ならば右手のみを使用し,0ならば両手を均

等に使用することを示す｡その結果,第1日から

4日まで0.77-0.61-0.65-→1.00であった｡この

ように終始左手に偏重しており,最終セッション

ではまったく右手を使用せずに課題を解決してい

たOまた課題解決の1試行当り平均所要時間 (秒)

は28.4-+13.4-9.5-7.4と短縮し,顕著な学習の
進行を示した｡

今回はチンパンジー1頭のみでの試験的研究で

あったが,今後は披験体の頭数を増したり,迷路

のユニット数を増加してより復姓な条件を設定す

ることにより,チンパンジーの手の使用について

さらなる検討を試みたい｡

計画7-2:

プロテインキナーゼCの脳内分布と神経内局在に

関する研究

右膝尚亮 ･辻野 健 ･富永正吾 ･田中千賀子

(神戸大 ･医 ･薬理)

プロテインキナーゼC(PKC)は中枢神経系に

出田に存在する蛋白質燐酸化酵素であり,生体情

報の伝達機構の中で重要な役割を果たしていると

考えられている｡本酵素は,少なくとも畠種頬の

サブタイプからなる酵素群であり,各サブタイプ

は的辺上非常に類似している｡しかし.各サブタ

イプの活性化様式 組級分布,細胞内局在は異なっ

ていることから,PKC各サブタイプは独白の神

経情報伝達に関与する可能性がある｡今回アカゲ

ザルの運動領野におけるα,βⅠ,βⅡ,γ各サ

ブタイプの分布を特異的な抗体を用いた免疫染色

により検討した結果,各サブタイプは主に神経細

胞に発現しており,それぞれ異なった特徴的な分

布を示した｡α-PKCに対する免疫反応は第1

層の円形細胞と水平細胞,第2,3屑の多形細胞

と錐体細胞に,βⅠ-PKCに対する免疫反応は

第1層の円形細胞と第5層の錐体細胞 (4野では

Betz細胞を含む)に,βII-PKCに対する免疫
反応は,第2,3,5,6層の錐体細胞に,γ-P

KCに対する免疫反応は第2,3,6屑の錐体細

胞と第6層深部から白質の双極細胞にそれぞれ認

められた｡さらにα-PKCに対する免疫反応は

第6層深部から白質の星状腰細胞にも認められた.

また各サブタイプは細胞内局在も異なっていた｡

これらの結果からPKC各サブタイプはそれぞれ

異なった神経機能に,さらにa-PKCは血液脳

関門の機能に関与している可能性が示唆された｡

課 題 8

計画8-1:

頚部体重筋の比較解剖学的研究-とくに原独およ

び新世界猿について一

児玉公道 ･川井克司･岡本圭史

(金沢大 ･医)

ヒトの頚部側壁筋 (斜角筋系)は3つに分けら

れ,神経の分布様式から前斜角筋は胸壁の最内肋

間筋と,中斜角筋は神経束の腹側と背側から出る

2種燐の神経により支配されることから内及び外

肋間筋と,後斜角筋は外肋間筋から派生した肋上

筋とそれぞれ相同であると考えられる｡(1985

児玉)また前斜角筋と中斜角筋へ分布する腹側枝

はほぼ同じ所から出るので前斜角筋と中斜角筋の

腹側枝に支配された部分は密接な関係があると予

測される.以上の点を比較解剖学的視点から考察

するために,前斜角筋が有る新世界猿と無い原猿

について,それぞれ比較的大型種のクモザルとェ

リマキキツネザル各1頭の検索を行なった｡

クモザル:前斜角筋にはC5からC7節の枝が

神経束の腹側から出て筋の表面に分布する｡中斜

角筋には腹側枝がC4からC7,背側枝がC2か

らC8分節の枝が分布し,腹側枝の方が神経束の
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より近位から分岐していた｡後斜角筋は存在せず

長斜角筋は5肋竹まで付きC7の昆胸神経から分

れた枝が入る｡

エリマキキツネザル :前斜内筋は細く中斜内筋

は4つの部分に分れる｡筋の区分と神経支配は

1)2から5空別使の後結節から起こり7頚椎の後

結節に付く筋で,C3からC5分節のヲ川IJ枝が入

り,2)4から7頚椎の横突起から起こり1肋竹
に付 く筋で,C6か らC8の背側枝が分布 し.

3)いわゆる長斜角筋で5,6頚椎桟突起から3,

4肋骨に付く筋で,C8の長胸神経に頬似 した神

経が 3肋骨に付 く筋に,Th2の外側皮枝からの

枝が4肋骨に付く筋に分布し.4)長斜角筋の深

層で6.7頚椎の後結節から1肋骨に付く筋でC8

の背側枝が分布する｡いずれの筋にも腹側枝は無

く背側枝のみが分布していた｡後斜角筋はクモザ

ル同様存在しない｡

以上の所見から頚部の側壁筋の特徴は,1)中

斜角筋の背側枝 (浅肋間神経に相当する)に支配

される部分,すなわち外肋間筋と相同の部分は恒

常であり欠損するような事はない｡2)中斜角筋

の股側枝に支配された部分は前斜角筋が存在する

ものでは存在し,無いものでは消失するというよ

うに前斜角筋の存否と密接な関係がある｡3)級

斜角筋は肋上筋同様不安定な筋である｡

計画8-2:

成長のアE)メトリーから見た霊長類近縁種問の関

係

篠田謙一 (佐賀医大)

霊長煩の種問の比較を行なう場合,どのような

プロポーションの変化が大きさに伴って起こるの

かを評価するために,成体の種間のアロメトリー

を比較する方法が用いられてきた｡最近では,成

長段階も含めたアロメトリーを考慮して.比較す

る郡の必要性が指摘されている｡ しかしながら,

この方法は資料的な制約から実際にはほとんど行

なわれていない｡そこで今回は互いに近縁な数和

のマカタを用い.四肢長管骨の長さのアロメトリー

を比較するljfによって.柾問の関係を考察した｡

用いた材料は詔技研所17-の冊格標本のうち,死

亡時の年齢が判明しているニホンザル203個体

(成体71,若年132).アカゲザル153個体 (成体74,
若年79),カニクイザル121個体 (成体'42,若年79)

の合計477個体である (ただしアカゲとカニクイ

に関しては死亡時の年齢が判明しているものは約

2割程皮である). この標本から上腕骨,槙骨,

尺竹,大腿骨,腰骨,誹骨の最大長を計測 した.

竹鵜の遊離している個休 (若年)に関しては,管

幹の瓜大長を計測した後に,プラスチックセメン

トで骨端を付著させて計測を行なった｡

はじめに各々の種で成体と若年のグループ (成

長群)別に多変塁アロメトリー係数を導出して比

較を行なった｡その結果成長群ではいずれも前腕

部が優位に伸長している事が判明した｡これは骨

幹の計測値を用いた場合でも同様の傾向が示され

た｡一方,成体では,各部の係数に有為な差が見

出されず.成体間に見られる大きさの差は,いず

れの種でもプロポーションの変化を伴っていない

節が示唆された｡更に,上腕と前腕,大腿と下腿

の2変血アロメトリーを取って比較 したところ,

成長群では,上腕と前腕のプロポーションの変化

が3つの種で同様の過程をたどる串が判明した｡

一方,大腿と下腿の比較では,ニホンザルとアカ

ゲは同様の傾向を示すものの,回帰直線の切片の

値に差が認められた｡また,カニタイでは直線の

傾きにも差があり,異なったプロポーションの変

化をすることが示された｡ただし,今回計測でき

た個体では,明確な結論を出すには不十分で,今

後更に例数を増やすことが必要と考えられる.

計画8-3:

霊長頬ヒラメ筋の比較解剖学的研究

関谷伸一 (岩手医大 ･医)

昨年度はチンパンジーのヒラメ筋の支配神経に

ついて,その筋内分布も含めて精査した.その結

果,チンパンジーのヒラメ筋の神経支配の様式は

ヒトのそれとよく似ていることが明らかになった

(解剖誌.印刷中)｡そこで今年度はゴリラ2頭 3

側.オランウ-タン2頭2側,シロテテナガザル

1瑚2側のヒラメ筋を検索した.

ゴリラの1例では腰骨起始腔膜はみられなかっ

たが,2例についてこの腰膜が孟忍められた｡ これ

らは昨年度観察したチンパンジーのそれよりもよ

く発達し,強靭な腰膜として腰骨に付着し,一部

は腰高筋の筋膜にも移行していた｡また桟走する

腰原線維が多数見られ:この部分に艇弓を形成し

ていた.さらにこの際膜の背側には腹膜の線維の
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